
141.昭和60年度滋賀県下に

おける発掘調査の紹介

その 2

13.玉類・石敷遺構を持った竪穴住居跡
高月町高月南遺跡

l町教委では、前年度ょっ継続して工場 ・念泌等の建

設に伴い、間月間遺跡の発効附'Jj'i.を災施しており、そ

の俄11止なtllA袈を述べる。税位、約 8，OOOrげの剥査が終

7 してお リ 、弥生中川の方形刷tII/.~長 4t企・資本官H正、
後期の理主穴{主将 6 .fl1!'万形周泌~40是正・土嫌墓 l 基・

査結H車、;t;墳fJiU1I1の盟主穴住尉 1線、古境中期末より
後期の盟主穴住尽90~来、 7iY:紀前半の竪穴住居5線、平

安期の井戸o.cのほから時代の婦立柱建物群、議、土
機が多数検出されており、今後の5純益においてそれぞ
れの時期の遺織が多数発見されるのは明らかであり 、

徐々に一大使合遺跡としての認設が深まりつつある。

今年度の誠査での殺大の特色は主として 5世紀後楽~

6世紀中3慢の竪穴住居の法上 ・床面 ・上媛 ・ピットよ
り出ょした然舵関連とお守えられる遺物である。滑石裂

の臼.3i..'j3'玉 ・勾玉 ・平河し円板・紡銭等、緑色凝灰岩

製のu:士五・勾-5.. Irラス玉、 二t製鍛造品(銭)及び小鍛
冶棒、 ~t包土日器、ベン tr ラ米、 ミニチュア土器、移動
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また、この竪穴の周聞を遡るような幅20c皿の構状逃織

が確認されている.これらのことは5世紀後策-6世

紀中楽の時期にこの遺跡にむいて鋭利集団の居住地て'

あったこと、及び、その内でも第11号経穴がその中心
として集務長(シャーマン)の住民、あるいは社的性

格の建物が想定さ札る。さらに湖北地成の遺跡の相関

関係を考慮すれば、伊ffi氏の拠点締法としての位誌づ

けも可能であろう。

その他の弥生時代中・後J刷の.JlH~と善玉城(方形周溝

墓)、古治時代前 ・中J閉め袋詰5と議城(ゴニ1服務 ・周溝墓
等)、奈良時代目白JUI以除の遺跡・』↓H;併のあり方・性特

等の解明が今後の側議・研究の保世{jとなろう.

(i悶月町教育~ll会黒板努樹)

14.弥生時代の方形周溝墓と平安時代の井戸・
土靖 長浜市鴨因遺跡

鴨図遺跡l革、弥生時代中期~古tn時代前JUJの薬務跡
としてよく知られている.

昨年、団体営ほ場聖書簡事業にともなう事前調査を笑

施した。その結集、弥生中期~古治前期の土器や、石

務、木怨を包含する多数の水齢、 仁司置を検出した。ま

た時代不明の似立住建物H束を検出した。

今回の調査li、昨年に引き絞くもので、遺跡の北部

が対象範囲である.現地測1't1誌 、昭和60~6 月 3 日か

ら 5 か月間を主要し、例代間~1'é(;I.約 4 . 300m' におよんだ。

検出したj立梢li、iな跡の北山宮11のものと、北東部の
ものに分けられる。

北西部のj省総1;1.、多数の自然・人工の水路や、 土郷、

厨子地区・方形周溝a
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北京都の逃械は、国邸中に畑や雑木林として、一段

高くなっている地区で検出された.弥生時代と平安時

代の遺械がある.

弥生時代の逃織は方形周潟纂で、中期~後期のもの

5基である.主体部は未検出である.平安後期の遺械

は、旧河遊や人工水路、井戸や土績である.18河道は

調査地区を 2分している.人工水路は、地区の北西辺

をL字形に画するように、平行して走る 2条の水路な

どがある.井戸1;1:3i!車検出され、うち 2基は円形素綴

りで、底部から平安後Wlの土師若手肌が出土した。残り

u正lま阿形石組みであるが、時期は不明である。その
他方形、不定形の土割高が検出された.平安後期以降の

造物を含んでいる.また、 1体分の獣骨を埋めた土機

も検出した。

泌物は、弥生中Jgj-後期の土然が大半を占め、古噴

後期、平安後期のものがそれに総〈。平安後期のもの

は、ほとんどが、土師総凪(灯明血)である。木若草で

は織などが出土している.

(長浜市教育委員会中井克明)

15.奈良時代の絵馬
長浜市+里町 +霊町遺跡

十里町遺跡は、縄文時代中期~平安時代の遺跡とし

て知られ、長浜市の北西部に位置する.

今回の調査は、団体営は場箆備事業にともなう事前

調査である.今回の別査範囲1;1:、遺跡の中失部から茜

辺部にかけてで、約 1，印01げについて調査を行った。

検出した遺締は、古殿時代前期と務良時代の二時期

に大別される.

古墳前期の巡:桃は、主に遺跡の西辺部で検出された。

井戸 2袋、多数の水路、土療などである。井戸のうち

の1迭は、同形紫織りで、抗径1.8m、官民さ1.9mを淑IJ

る。組i土中より、庄内則の多i誌の土J~や、火鎖臼など

の木絡が出土している。また、人工 ・自然の水路から

も、古ぢlijijJ切の土総1洋を検出している。

後良時代の泣緋lま、縦横に猟られた多数の小水路や、

自然水路、土1演などで、遺跡の中央部北寄りで検出し
た。小水路は、制0.4-0.5m、深さ0.1-0.4mを測り、

絵 馬

はぽ直線的に、縦般に延びている.遺物のf誌は緩めて

少ない。土績は、だ同形を呈するもの l基である.復

元長径1.2m、短径0.8m、深さ0.65mを測る。最上層

から、奈良時代末の須恵器とともに、絵馬が出土した.

次に造物について述べる.遺物の大半は、古墳前期

の土器と木器である.なかでも、前述の弁戸から出土

した土器群は、庄内期の良好な-tき資料である。奈良
時代の遺物1;1:少ない.主に須怒号器杯、益、木器では幽

物などがある。また、絵馬は縦16.8cm、機23.7cm、厚

さ 0.7c闘を測る薄板で、中央上宮前iニ小孔が穿たれてい

る。絵は、画揃いっぱいに、織で友向きの馬の姿を描

いている。:写笑性に岱み、繊細な畿の迎ぴで馬の表情

をよくとらえている。遺存状態は良好で?ある。

(長浜市教育委J:l会中井究明)

16.柱の残る平安時代の掘立柱建物検出
長浜市 新庄馬場遺跡

新庄馬場逃跡は、長浜平野の北西部、姉川によって

形成された扇状地上に立地する.新庄馬場町集落の西

端の八坂神社境内に培心礎が残存し、以前より水図 ・

焔より布包瓦が出土しているらし〈寺院の存在が予想

されていた.

今年度の県営は場重量俄$業に伴いこの神照西工区新

庄馬場地区がその対象区法となり、事前に発掘調査を

実施することになった.;l1.1査は4月末から 6月にかけ

て実施し、その結来、八坂村1社より北50mの水問中よ

り約 1.000m'の範囲内で平安時代中頃と推定される擁

立柱建物6練 ・潟 ・土機等を検出した.~腐立柱建物は

その規桜から 2問x5j切のものと 2間X2聞の総柱の

ものとに分けられる.前者は、方形の柱穴で一辺 0.8

-l.Omにおよぶ規棋の大きなものであり、直径0.3-

0.4mもの柱材が残存しているものがある。これに対

し、時期が若干前後すると恩われる後者はt腐り方も0.4
- 0.5mと小規艇で絞Illlも狭〈、合邸的な泌物であっ
たか.と思われる。

また、八坂神社南側め水田中からは表土下0.6-1.2

mの暗茶補色粘・質土内より 二次1位制したものと恩われ

る平安時代の瓦が多hlに出土した。凸耐の関車警は縄目

柱材出土状況

・叩きのものが多いが、格子

~1 叩き、ナデ間務のものもみ
「られ、中には焼成をうけて

変形したものや書慢の浴援の

付治したものも~められる

ことから周辺に焼成祭の存

在を予測させる.なお、先

に述べた編立柱建物の検出

回からも瓦片が出土してい

る.
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鰍線側遺跡|

表御殿跡li、彦被城天守がそびえる彦鍛山のふもと、

表門跡を入った筒所にある.袋御殿I::i多tRiIの政務を

とり、あわせて洛主などが臼常生活&営む舎院送りを

主体とする建物である.元初8(1622)年頃までに造営

され、一部増改築をuiしながらも、江戸時代 300年簡
の風雪に耐え、明治10年前後に解体された.今回、昨

年度の全滅的な発侭調査にひき続き、庭園部分の復元

を前鑓とする発細澗盗を災施したので、その概要を記

すことにしよう.

表御殿は、発1Ai1側1fや絵図の検討から、大きく 3M

( l-IUWI)に分けられるが、縫悶はIIJVJ以降、奥向

きの茶室ゃ羽生乏締出などの仰が逃併されるととむに
かい'.'、

築かれたようである。従って、|司滋の形態をとっては

いるものの、御~之f制l聞な どから館賞す ることに力点

の置かれた、 j也ぷi式反E闘である。

II期には、対I告の議出側に義幸盈と梓答が巡られ、

数寄震の聞をぬって迂曲する出来風の流路が3条、池

頭に導かれている.この水i僚は、逮〈旧外地の位置に

あたる城東小学校裏手の元桝よリ、噴出水圧を利用し

て樋で導水してきたもののようである.池をとり巻〈

議俸の景石は、良〈当初の面最多を残しており、池正まに

は玉砂が数さつめられている.池をまたぐ絡の位置も

Zか所で確認される.御a之御問より池にのぞむ位置
にliii:持活が鋸えられているが、刈仰の守議石や雪見

燈簡については、その他ii1を確定できるものの現存し
な川池尻l立、石組みの筒詰問をオーバーフローさせ

て排水し、途中古‘ら誕低管のf会話lニよって溜桝に貯水
される.i留桝を干可・ぴオーバーフローした水は、石やi漆

喰裂のH苦渠を通って|勾胤に流入している.

IIIMになると、泌物が池磁の1i向にさらに拡張され
たようである。それに作い池訊も延長され、蛇行する

選不の綿l長い流れが付加される。流れの底部や議燥の

f長石はj楽l食でf余り込められ、i浴，11食が'*で洗われること

のないように玉右を数きつめていた。

(J:~~U市敏行委員会

彦根市

国庭式泉池目。
以上のように州立柱雄物の規線、柱の大きさ、患喜善

土器の出土、瓦織の存在め可能性などからみて当初予

怒された寺院にむ後つながるものか否かは判男11し縫い

が、何らかの比綬的大規校な公的f(a訟がこの地に平安

時代をゆ心に存在していたことは硲かであろう。

(働滋賀県文化財保獲協会吉困 秀則)

17. 5.5cmの銅鐸形銅製品
彦根市松原町

微)

庭
園
の
発
掘
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矢倉JIlロ遺跡

矢倉川口遺跡、l孟彦般市松原町の旧松原内湖東北岸付

近一僚に所在寸る縄文時代~近世にかけての複合遺跡

である。今度、ニのj也に広域下水道の浄化センアーが

建設されることとな，)， 59年度の賦掘調貸の成采を迭

に、 60年度より発4賄側査が開始された。

60年度の宮崎査は浄化センターへの進入道路用地にあ

たる、氏阪からその械の書1)分の 5，OOOm'余りを対。象に

行われた。その結娘、民隙上から事午前にかけては遺椛

・遺物の存症は認められなかったが、傾斜変換点より

も1日内i柳容リで縄文|時代後1111・同H免j悶・弥生時代後期

.喜美良時代等の良好な泌物包含j習と奈干の遺構が検出

された。

縄文時代の遺精には土割高3、遺物には後期後楽と晩

期末を中心とする大~IJ 2 J仰の土器の他、丸木舟片 ・縫

害事の木製品、;r;r，;・凶石~の石製品がある。

弥生時代の遺備には井戸3 (内2基li丸木綿貫の枠

を有する) ・土繍7・住居の痕跡と忽われる総司患とピ

ット着手等がある.遺物としては後期のものを主体に、

土器がコンテナ 2∞箱程度保Mさされた他、土錘、石務
類、木製農具類もある.ま た、事長文で小型自の銅鐸形銅

製品{高き5.5cm)・錦織の出土もみた.

奈良時代に腐すると J思われる泣総には、~穴住居 1 、

土繍 l 、足跡苦手がある . 巡物には~J{n!~器・土師寺器の他、

多i査の土餓や続々の*~品等がある 。

60年度の調授は腐植

泥'l'J.の巡物包含l百を何

l自にもわたって除去し
ていくという正し く泥

まみれの作業が中心で

あったが、その成衆{ま

各WIにおける湖岸の人

々の暮らしのー婚を知

るよで、また湖岸線変

動の問題を考える上で、

'Ctmなー資料亭追加す
ることになるものと，恩

われる.

(嗣滋賀県文化財保護

協会波崎修司)S.5cmの銅鐸形鋼製品



19.古墳時代後期の小円墳と土壌墓
彦根市街葛縫町 事告書草北遺跡t

1t)総北逃跡li、商草寺普江町の集落の北、旧中{山道と国

道8号線にはさまれた黄色域に所在する。地形的にみれ

ば、旧犬上川デルタが貌在の集落から認められ、その

中に位置している事により犬よ川水系の遺跡であると

言・えよう。

樹査は、昭和59・60年度にわたって実施したもので、

(ω市立第 2ji街中学校建設に伴うものである。確認した
逃;椛の金幸子 l主 、 古墳時代後期の小円墳 8~在、同H寺代の

土機蓄基5基、祭良!時代の繍立柱建物跡4線以上、中也・

土郷、近世鴻害事である。このうち、 1号墳では主体部

が硲認され、その事事制が明らかになったので記してみ

たい。

1号績は、調査地の南端で検出されたもので、直径

約15mを計る同墳で、攻状で幅 2m、深さ70cmの織が

めぐらされていた。主体制1は5X2mの土泌を作り、

その中に木絡をIE(事事していた。木絡は組合せ式のもの

で、会長約 2m・深70cmを計リ、 fWJ板の外側には板を

固定する為と恩われる白色の粘土が板にそって認めら

れた。木棺I立会体に朱が塗られていたらしく、内部全

体に朱が散布していた。副葬品は、キ官の南西側に須窓

君事群 ・中央部東側に鉄製品、また須恵務群の反対側に

i主主干の霊長と身が伏せて置かれていた。

他の古墳は、ほとんどが削平を受けて周総だけを確

認したものであるが、 H走だけ 2X2mの浅い掘り込

。

。。
、，

!
 

事5縫北遺跡 l号墳

池状遺繕と石組みの溝

み中底で河原石を敷いたものが検出できた。地元の人

の話しでは開懇の時iこ平たい石を織り出したとの事で

あり 、横穴式石室の痕跡と考えている。また、これ等

の古績の問には、木棺の痕跡、が綴る土割高を数か所確認

しており 、小問績と土線基の組み合わされた裟械とし

て考えねばならないだろう。

(彦根市教育委員会本田修平)

20.肥田城跡の調査
彦根市肥田町肥田城跡

肥田;城跡は近江国の雄佐々木氏の被官であ った高野

瀬氏の居館跡として知られ、字曽川の中流友岸lこ在り、

現在その地はJI巴岡町の集落となっている。この集落の

南西側の境に土皇跡、あるいは、その外側の様車事かと

も思える一段低い水聞があり 、古地名などと併せて往

時の姿を偲iませている。

発掘調査は字曾川災害復旧事業による改修工事に伴

い行われているもので、 1984年には代替地の溺査が、

そして今回、 1985年は城跡内の試掘調査が行われてい

る。

今固め調3!EIま県教委、側滋賀県文化財保綾協会の手

により 、まま現も含めて1985Xf:.7月-1986年 3月にかけ
て行われているもので、現地では6か所のトレンチ、

あるいは、グリッドを任意に設定し、逃紛の広がりや

その状態を採る試掘調査として行った。その結果、以

下の諸点が明らかとなった。

逃総として確認したのは土横跡、熔立柱跡、議跡、

通水・貯水施設跡などであり、いずれも制限された調

査のため、その規格等については言及出来ない。それ

らの逃

代初、室町時代f後変期、江戸時代以降である。このうち

前二者は現表土下 ・120-100cm程の賀補色粘質土、あ

るいは砂質土に掘りこまれたもの、さらに江戸期のそ

れは前記の逃機上に約50cmの盛土を偽き閉めた上に営

まれている。付言すれば、最下面の二者lま制各々 同一商

に営まれるが薄い}仮築前が設けられて明確に分かれ、

さらに室町期の泣械は燐土 ・炭化物が堆積するものと

そうでないものの二類があり級l分化が出来る。なお、

逃椛として明確にし得たものとして図示した貯水施設

とそれとの通水 ・排水用石組みがあった。

逃物としては古墳時代の土師若手、霊 ・絞類、室町期

の信様、鉢 ・ ~~類、中国舶裁の背磁椀、かわらけの類。

江戸期の染付J腕 .Jnl類、 1iiff前の談、{苦楽の鉢を主体と

し、その他傍流のi立物として古墳~奈良時代の須窓棒、

緑Wdl、土師若草、鎌倉j切の土抑質 ・黒色土器もある。

以上から、現在の集落下には肥田械の施設が全体に

存し、その他の時期の遺構、 i也、物が存することが判明

した。(滋賀県波蔵文化財センター松沢 修)
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21 古代問落跡 | 

能登川町今柿堂遺跡 l

柿:i:遺跡は能登川町大字今に所在し、県道長浜~大

津線の北西側に位置する.工場建殴に先立つこの務査

は本年度で3年目を迎え、先年同様今調査も食重な遺

織の検出を見ている.

今調査における主な検出遺携を鋼査地の北西側から

順に述べると、東西方向の奈良~平安時代初頭の溝、

弥生時代後期の師事、方形周潟~、 平安時代後期の鋸立

柱建物、同期の井戸 ・土嫌 ・溝型宇である。このうち方

形周i韓基l:.t5 ~事総められるが、織込み調査を次年度に
行う予定のために現時点ではその時期は不明である。

しかし弥生後期の制絡をil!!けた配訟プランを持っており、

22.縄文後期の深鉢・古代末の建物跡
能登川町今今安楽寺遺跡

今安楽寺遺跡は能登川町大字今の北京都、県道長浜

~大津線と国鉄東海道本線に挟まh.た所に位置する。

調査は工場建設に先立ち、昭和60年9月-10月中頃迄

かけて実施したものである.主要な検出遺構l立、縄文

時代後期の深鉢を出土した洛ち込み、弥生時代中英語後

葉の方形周耳障幕、弥生時代後期の溝、平安時代後期の

掘立柱建物等である。

縄文の深鉢l:.t、岡部から

深い方へ落ち込む状態で検

出されたもので、"$ち込み

の上位を弥生時代後j仰の自

これとほぼ同時期のものと考えてよいだろう。一方平 然河道に切られている。深

安時代後JUIの遺物を出ゴニする郷は、開査前まで残存し 鉢は有文精製・無文車内製の 縄文土器出土状況

ていた北東~南西方向の粂A.唆畔に沿って検出され、

西から 2粂はほぼー町lllJ隔で、東の 1条はほぼ30間間
隔で存在している.さらに前述の掘立柱建物はおよそ

3群に分けることができ、それぞれの建物群li条皇溝

に区画されたー坪単位の東側に偏在することが認めら

れるのである.

また、調査JtI!の中央郵東寄りの構沿いに検出された

紫掘りの弁戸は、織立柱建物と粂里潟の聞に開削され

ており、割高底に幽物が据え付けられていた.この幽物

l:.t背灰色砂層上に倹出されたものの、検出面から調書底

までは約 0.8mと浅く、この時期の地下水位の高きが

幾えるものである.井戸の樫土からは土師器皿、黒色

土器の鳩や皿、自殺片などに伴って問削ぎの望書が多数

検出されており、往時この地に怒らした人々の生活痕

跡が生々しく伝えられている。

以上の翻査結果から、当iii糊:が古代末の;a:図f初1I羽綾
に伴って各地に施行される、粂笠再開発の笑態を解明

するー資料として、注目に価するものである。

(能登川町教育委民会組図文雄)

空からみた鯛査地

もの 11図体ずつあり、いずれもほぼ完形に復元できる

ものである。有文の深鉢は、口径38cm、銭高5心聞をi則

り、 4頂のilIt状口縁をもついわゆるま象者f文土務である。
無文の深鉢は口径41仰を淑IJり、やや強りのある休部か

ら外反するロ織をもつものである.これらはいずれも

縄文時代後期中葉に比定できるものである.

一方平安時代後期のt6i立住建物は、2問X3聞の身

舎に図面腐の付くもので、同規模のもう一線と霊綾し

て検出された.これらの絵穴からは平安時代後期の土

師器皿、黒色土号器等が出土しているが、中でも一つの

柱穴からは実用の下駄が検出された.これは台長13cm、

幅8cmを測る小型のもので、出土状況から礎板に転用

したものとも考えられる.またこの建物の柱筋Iま、当

該地に散見される残存粂患の紬1;i立に近似するもので
ある。さらにこれは、一坪を一区l!!iiとする南隅に位置

し、比較的短期間で廃絶されていることが特徴的で、

当核地械の粂奥開発にかかわ ったよIS子容の一部と考えら
れ、古代末に起る勝村UH容の解体と再構成を考察する

うえで、これまでの資料にi耳昧を加えるものと言えよ

う。(能笠川町教育委貝会組回文雄)

23.火化された土塙墓検出
蒲生町川合 川合古墳喜平・本郷遺跡

昭和60年 8 月から、五U~色町川合において団体営は場

護側事業に伴う発鋸調査を約4か月を要して実施した。

調査をの給袋、古治時代後期(7 i世紀初頭)の土境基E

9基と奈良時代前期から平安時代初頭の織立住建物跡

4棟以上、海跡5粂以上、土検等を倹出した.土機纂

t立、水回より一段高い仮BJtI!から検出されたもので、何
れも長方形の平而形態を呈し、大半が長辺 2.2m、短

辺0.8m、深さ0.5mの規肢をもっ.最大は長辺2.25m、

短辺1.65mを測る.土織選l孟6小砕に分類でき、うち
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土 1庚墓

3 小鮮が 2~まで苦手を形成している 。 3 小群 4~除の慕横

内耳E土中層および下層伝焼土、焼灰が含まれており‘

最大のキ1陵墓は壁面の中位から上位近くにかけて火が
加えられた形跡がある。日野町小御門古銭群、愛知川

町塚原古島:t群でみられた 「かまど塚」と問機の事事法を

採用した土成惑として、被葬者の特異性が窺える。部l

葬品としては、須~:~if杯、愛、高杯、 胞や鉄製品の小

刀 ・力子 ・鍛がある。

嬬立柱建物跡は、土1撲g，の雨、西方で2問(3.9m)
X3附(S.Om)の東西線、 2問(S.Orn)X3間(S.Om)

の総柱建物を含む 5練以上が検出された。建物方位は、

ほぽ南北にあり 、周辺の出土遺物から奈良時代前期を

中心と す る築港とみられる。前年皮調資で、 .~Ij:質き井

戸が検出され井底よリ「林」の幾重手土総が出土してお

り、公的機能を有する遺跡である可能性が~~!、い。 ζ の

他、巡:矧卜の磁を似るl陥3mと1n1の大講2粂が.!a{I"し

て検出され、東西 350mに及ぶ広範な遺跡であること

がl別立となった。 (蒲生制]教育祭員会 北111 治)

24.弥生時代中期後半の周溝墓群
蒲生町市子市子遺跡

昭和60"1'.6月から、 lill生IOfrli子!段、上南において県

営は;場捻備事業に伴う発綴調査を約8か月を要して笑

;かむした。

調査の総来、弥生時代中期後半の1)形閣議基2011在、

後JtJJの怪火式fìJ~'~.fI:3隙以上、i裕跡、土岐等、古島I時
代斗'JUJの土器?if1)、平宝安安H

以上、土j椀続、 j持粉、などの 411キJ切の遺椛をflTu認した。

方形周燐主主iま、会て単独で築成されており、数基が

切り合い関係にある 。 規燃は、~J:t丘古都で、一辺 6.6-

13.5mまであり、 12n1前後が大半を占める。

方形周j務芸事群に霊叙して弥生時代後.J!llの駿穴住居跡

を検出したが2械を除き、大半が後世の向11司王を!受けて

おり 、枝穴、貯蔵穴を残すのみであ・うた。，f:主穴のイ立溢

l剥係から数回の建て替えが想定される。また、主毎日容の

珠外草1¥をめぐるとみられる総5mi集さ1.501以ょの大

治 1条を検出した。

省t:iit時代中期の土雪量

消りは、自然流路の上

層にあ J)、土問書需の高

杯、銀、殺等の完形50

個体以上が殺事誕された

状況で出土した。

水に関わる祭給が行

なわれた可能性がある。

平安11奇代後期の遺構

は、潟査j也全域で硲認

方形周溝墓 され、w:立柱建物 5~索

以よ、土機・商事i'Jl'を検出した。主主物方位は、蒲生者日粂

里と Iif，ば合致してい争。 ζの地域は、春日神社々領で

ある「市子荘J に比定されており、本遺跡も夜悶内に

発達した』義務の一銭rを示すものとして理解されよう。

(?講生町教官委員会北川 j含)

25.日野川中流域の大復合遺跡
蒲生町上麻生・下麻生・岡本 麻生i遺跡

麻生遺跡は日野川中流戚お岸めがI岸段丘上に立地す

る。今回の県営・Il場主主備に伴う発鍛2純益により、縄文
l時代晩!~Iから現代に至る、各時代の迂I織を検出した。

時代j駁に述べると、縄文時代晩Wjは東海系の!烏兎塚式

の裂が出土しており、樹液中である。弥生時代は後期

の方形周羽海墓3~告を検出した。古墳時代は 5 也ー紀後半

から 6il!:紀後半にかけての笠穴住居が、南北 400mの

純閤内でH字以上に分かれて10線以上を検出した。そ

のなかで、貯蔵穴に木製の去ををもつものがあるの他に、

布留式の新王'XJ僚の一指逃物を出土した織がある。後良

時代では、 司'-1=rする 2条の判事にはさまれた綿 2mの巡

路放と忠われる逃総をJ検出した。その延長上の現集落

CI'麻生)内では、和間関泳の出ニじが伝えられている
他、山部赤人伝7}<を持つ山部神社と赤人寺がある。平

安時代前期lま、 8附X3問、 3悶X2削の規絡性の強

い概立柱主I!物若手を検出した。今回のw.，jltで最も注目さ

れるのは、山部神社所般の中也:文替に記された「麻生

渡」関巡のi制税務である。まず、 11世紀後半から12也・

紀にかけての搬立柱建物鮮が、調査区北西部で集中し

て検出された。これらの建物群は南北約 100m、東西

約50mのms閥内に数十線が主主てられている。なかでも
中心的な建物がある区域では数度の建て替えが行われ

ている。また、この区域内には、自他術や土附飢を冨j

君事した屋数纂の他、土誕百数迭を検出した。 13世紀-15

世紀では、現者五の集溶とほぼ重なりあって逃鱗が存在

する。悶本の~古5磁宮部では、従来より水品の採集が知

られていた.今回の調査では、 4総立位主主物とともに、

溜1Jt状の石組土i燃や織から玉石段石十数点を検出した。

(棚滋賀県文化財保護協会 岡本武慾)
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